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「線虫抵抗性及び 4-ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ阻害型除草剤耐性

ダイズ GMB151」に係る安全性確認  
 
I はじめに  

線虫抵抗性及び 4-ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ阻害型除草剤耐性60 
ダイズ GMB151（以下「GMB151」という。）について、令和 2 年 8 月 25 日付けで遺

伝子組換え飼料としての安全性確認の申請があったことから、「組換え DNA 技術応用

飼料及び飼料添加物の安全性に関する確認の手続」(平成 14 年 11 月 26 日農林水産省告

示第 1780 号)に基づき審議を行った。 
 65 
II 確認対象飼料の概要  
飼料名：線虫抵抗性及び 4-ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ阻害型除

草剤耐性ダイズ GMB151  
性 質：ダイズシストセンチュウ及びネグサレセンチュウ類に対する抵抗性、

4-ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ阻害型除草剤へ70 
の耐性を持つ。  

申請者：BASF ジャパン株式会社（日本）  
開発者：BASF Agricultural Solutions Seed US LLC（米国）   
 

GMB151 は、ダイズ（Glycine max (L.) Merr.）の商業品種 Thorne を宿主とし、75 
cry14Ab-1.b 遺伝子及び hppdPf-4Pa 遺伝子を導入し作成された。 

導入された遺伝子により殺線虫活性を示す Cry14Ab-1 たん白質を発現しており、ダ

イズに寄生するダイズシストセンチュウ及びネグサレセンチュウ類に対する抵抗性を持

つ。また、改変 4-ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼたん白質（以下、

「HPPD-4 たん白質」とする）を発現しており、4-ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオ80 
キシゲナーゼ（以下、「HPPD」とする。）阻害型除草剤耐性を持つ。 

 
III 審議内容 
１ 生産物の既存のものとの同等性に関する事項 
（１）遺伝的素材に関する事項 85 

GMB151 の宿主は、マメ科（Leguminosae）、ダイズ属（Glycine）Soja 亜属

に属するダイズ（Glycine max (L.) Merr.）の商業品種 Thorne である。 
GMB151 には、 Bacillus thuringiensis 由来の cry14Ab-1.b 遺伝子及び

Pseudomonas fluorescens 由来の hppdPf-4Pa 遺伝子が導入されており、ダイズ

に寄生する線虫であるダイズシストセンチュウ及びネグサレセンチュウ類に対す90 
る抵抗性及び HPPD 阻害型除草剤耐性が付与されている。 
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（２）家畜等の安全な飼養経験に関する事項 

ダイズは優れたたん白質の供給源であり、主にその油かすを初めとし、エクス

トルーダー処理大豆等が、育すう・成鶏用、ブロイラー用、養豚用、乳牛用及び95 
肉牛用飼料の原料として広く用いられている。 

 
（３）飼料の構成成分等に関する事項 

GMB151 及び非組換えダイズの構成成分等の分析値及び文献値は明らかとなっ

ており、比較が可能である。 100 
 

（４）既存種と新品種との使用方法の相違に関する事項 
GMB151 は、導入された cry14Ab-1.b 遺伝子によりダイズに寄生するダイズシ

ストセンチュウ及びネグサレセンチュウ類に対する抵抗性が付与されている。ま

た、hppdPf-4Pa 遺伝子により、HPPD 阻害型除草剤への耐性が付与されているた105 
め、HPPD 阻害型除草剤の使用が可能である。このことを除いては従来のダイズ

と使用方法に相違はない。 
 

（１）～（４）により、GMB151 の飼料としての安全性評価においては、非組換

えダイズとの比較が可能であると判断された。 110 
 

２ 組換え体の利用目的及び利用方法に関する事項 
GMB151 は、Cry14Ab-1 たん白質により、ダイズに寄生するダイズシストセンチ

ュウ及びネグサレセンチュウ類に対して抵抗性を示すため、当該線虫による被害を抑

えることが期待される。 115 
また、HPPD-4 たん白質により、HPPD 阻害型除草剤に抵抗性を持つため、栽培

の過程で効率的な雑草防除が可能になる。 
 
３ 宿主に関する事項 
（１）学名、品種、系統名等の分類学上の位置付けに関する事項 120 

宿主は、マメ科（Leguminosae）、ダイズ属（Glycine）に属するダイズ

（Glycine max (L.) Merr.）の商業品種 Thorne である。 
 
（２）遺伝的先祖に関する事項 

ダイズは一般に中国中北部を原産とする最も古い栽培作物のひとつと考えられ125 
ている。野生種のツルマメ（Glycine soja）と同じ Soja 亜属に属しており、ツル

マメは、中国、北朝鮮、韓国、日本、台湾、ロシア等に広く自生している。細胞
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学的、形態学的、分子生物学的な証拠から、ツルマメはダイズの祖先野生種であ

ると考えられている（OECD, 2000）。 
 130 

（３）有害生理活性物質の生産に関する事項 
    ダイズに含まれる栄養阻害物質及び有害生理活性物質として、トリプシンインヒ

ビター、レクチン、フィチン酸、スタキオース、ラフィノース及びイソフラボン

類が知られている（OECD, 2012）。トリプシンインヒビターはたん白質分解酵素

阻害物質であり、消化酵素であるトリプシンを不活化し、結果として摂取したた135 
ん白質の消化を阻害する。レクチンは炭水化物含有化合物に結合するたん白質で、

血液凝集の原因となる赤血球凝集素として作用することが知られている。トリプ

シンインヒビター及びレクチンは加熱により失活するため、実際に摂取するダイ

ズ製品中に含まれる量はごくわずかであると考えられる。フィチン酸は、反芻胃

動物以外の動物において、ミネラルの吸収を阻害することが知られている。スタ140 
キオース及びラフィノースは腹部を膨満させる原因物質である。イソフラボンは、

植物エストロゲンの一種であり、哺乳動物に対してエストロゲン、抗エストロゲ

ン及びコレステロール低下や、動物が多量に摂取した場合の生殖への悪影響が知

られている。  
ダイズは長い食経験の中で、これまでに内在性の有害生理活性物質によりヒト145 

や家畜等の健康に影響を及ぼしたという報告はない（OECD, 2001）。  
 
（４）寄生性及び定着性に関する事項 

    ダイズは種子植物であり、家畜に対する寄生及び定着性は知られていない。 
 150 
（５）ウイルス等の病原性の外来因子に汚染されていないことに関する事項 

    ダイズには、ウイルス、細菌及び糸状菌等の微生物により各種の病害  
（ダイズモザイクウイルス病、茎疫病及び紫斑病等）が知られているが  
（OECD, 2000）、これらの病原体の家畜等に対する病原性は報告され  
ていない。  155 

 
（６）自然環境を反映する実験条件の下での生存及び増殖能力に関する事項 

ダイズは栽培作物であり、雑草性はないと考えられる。 
 

（７）有性生殖周期及び交雑性に関する事項 160 
    ダイズは、一年生の自殖性植物である（OECD, 2000）。ダイズと交雑可能な近

縁野生種として、我が国にはツルマメが自生しているが、ダイズは自殖率が高く、

さらに一般的にダイズとツルマメの開花期が重なりにくいため、ツルマメとダイ
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ズとの間の自然交雑率は、極めて低いことが報告されている（OECD, 2000; 
Nakayama and Yamaguchi 2002; Mizuguti et al., 2009）。 165 

 
（８）飼料に利用された歴史に関する事項 

    ダイズは、長い間飼料利用されてきた歴史がある。そのうち大豆油かすは飼料原

料として最も多く使用されており、各家畜の飼料に広く使用されている（伊藤ら, 
2010; 松木ら, 2010）。 170 

 
（９）飼料の安全な利用に関する事項 

    ダイズは飼料として安全に利用されている。 
 
（10）生存及び増殖能力を制限する条件に関する事項 175 

ダイズ種子に休眠性はなく、寒さに弱いため、ほ場に種子が残っていたとして 
も、越冬して次の生育期まで生存する可能性は低い（OECD, 2000）。仮に、自生 
したとしても、物理的あるいは化学的な方法で自生ダイズを防除することができ 
る（OECD, 2000） 

 180 
（11）近縁種の有害生理活性物質の生産に関する事項 

 ダイズの近縁種であるツルマメは、ダイズと同様に有害生理活性物質としてトリ 
プシンインヒビター、レクチン、イソフラボン類、ラフィノース、スタキオース及 
びフィチン酸を含むことが報告されている（Hymowitz and Collins, 1974; Raboy  
and Dickinson, 1993; Natarajan et al., 2007）。 185 

 
４ ベクターに関する事項 
（１）名称及び由来に関する事項 
   GMB151 の作出のために用いられた導入用プラスミド pSZ8832 は、

Escherichia. coli 由来のプラスミド pGSC1700 を基に作成された。 190 
 
（２）性質に関する事項 

pSZ8832 の塩基数は、14361bp であり、pSZ8832 の全塩基配列、制限酵素切断

部位及び構成要素の性質は明らかになっている。また、導入用プラスミドの外側

骨格領域に存在する全ての構成要素は、その特性が各々明らかにされており、既195 
知の有害塩基配列を含まない。 

 
（３）薬剤耐性に関する事項 

 導入用プラスミド pSZ8832 には、その外側骨格領域にアミノグリコシド系抗生
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物質耐性を付与するアミノグリコシドアデニル基転移酵素（aadA）遺伝子が存在200 
する。aadA 遺伝子は、プラスミド pSZ8832 を構築する際に選抜マーカーとして

用いられた。なお、GMB151 のゲノム中に aadA 遺伝子が挿入されていないこと

を次世代シークエンス（NGS）解析及びシークエンス解析により確認している。 
     
（４）伝達性に関する事項 205 

導入用プラスミド pSZ8832 は伝達を可能とする配列を含まない。 
 
（５）宿主依存性に関する事項 

導入用プラスミド pSZ8832 には、E. coli に由来する複製開始領域 ORI ColE1 
と Pseudomonas aeruginosa に由来する複製開始領域 ORI pVS1 が組み込まれて 210 
いる。しかし、これらの領域により導入用プラスミド pSZ8832 が植物や家畜等 
で複製されることはない。 

 
（６）発現ベクターの作成方法に関する事項 

    GMB151の作出に用いられた導入用プラスミドpSZ8832は、E. coli由来のプラス215 
ミドpGSC1700を基に作成した。 
 

（７）発現ベクターの宿主への挿入方法及び位置に関する事項 
導入用プラスミド pSZ8832 を用いて、アグロバクテリウム法により従来ダイズ

品種 Thorne に導入することにより作出された。 220 
 

５ 挿入遺伝子に関する事項 
（１）供与体に関する事項 

① 名称、由来及び分類に関する事項 
    以下の表に、導入された遺伝子の名称及びその由来を示す。 225 
   表 1 

遺伝子名 由来 機能 
cry14Ab-1.b 遺伝子発現カセット 

T35S 
カリフラワーモザイクウ

イルス 

35S RNA の 3’側の非翻訳領域を含む

配列。この配列により cry14Ab-1.b 遺伝

子の転写が終結される。 

cry14Ab-1.b Bacillus thuringiensis 

Cry14Ab-1 たん白質を発現させる。

Cry14Ab-1 たん白質は線虫の消化管内で

δ-エンドトキシンとなり、線虫抵抗性を

付与する。 
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Pubi10At シロイヌナズナ 
ユビキチン 10 遺伝子のプロモータ

ー。この配列により cry14Ab-1.b 遺伝子

が植物体内で構成的に発現される。 
hppdPf-4Pa 遺伝子発現カセット 

T35S 
カリフラワーモザイクウ

イルス 

35S RNA の 3’側の非翻訳領域を含む

配列。この配列により hppdPf-4Pa 遺伝

子の転写が終結される。 

hppdPf-4Pa Pseudomonas 
fluorescens 

HPPD 遺伝子に 4 箇所のアミノ酸置換

を導入した HPPD-4 たん白質をコード

する配列。このアミノ酸置換により

HPPD 阻害型除草剤への耐性を付与す

る。  

TPotp Y-1Pf 
ヒマワリ及びトウモロコ

シの RuBisCo 小サブユ

ニット遺伝子 

輸送ペプチドのコード領域。HPPD-4
たん白質を色素体へ輸送する。 

Ltev Tobacco Etch Virus 
ゲノム RNA のリーダー配列で、

hppdPf-4Pa 遺伝子の翻訳効率上げるた

めに導入された。 

P2x35S 
カリフラワーモザイクウ

イルス 

35S ゲノム RNA を反復して配列さ

せ、機能を強化したプロモーター。この

配列により hppdPf-4Pa 遺伝子が植物体

内で構成的に発現される。 
 

② 安全性に関する事項 
・cry14Ab-1.b 遺伝子の供与体である B. thuringiensis は、ヒト及び家畜によ

る直接的な食経験はないが、生物農薬として、穀物、飼料、果実、野菜、繊230 
維作物等に長期にわたり安全に利用されており（OECD, 2007）、ヒト及び家

畜等に対する病原体としては知られていない。 
 
・hppdPf-4Pa 遺伝子の供与体である P. fluorescens は、水中、土壌、植物の

根圏に存在するだけでなく、肉や野菜の腐敗物などから単離される等、自然235 
界に広く存在し、ウマ、ニワトリ、ウミガメ、多くの魚類及び無脊椎動物に

感染する。しかし、P. fluorescens の至適生育温度は 25~30℃であり、これよ

り高い体温を維持する家畜の体内では日和見病原体を越えるほどの病原性を

持たない（OECD, 1997）。また、P. fluorescens は米国において生物農薬と

して 1992 年より認可・販売されており、幅広く安全に使用されている。 240 
 

（２）遺伝子の挿入方法に関する事項 
    宿主への導入は、導入用プラスミド pSZ8832 を用いてアグロバクテリウム法に

より行った。 
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    245 
（３）構造に関する事項 

① プロモーターに関する事項 
導入された cry14Ab-1.b 遺伝子及び hppdPf-4Pa 遺伝子には、それぞれシロ

イヌナズナ及びカリフラワーモザイクウイルス由来のプロモーターが使用され

ている。 250 
 

② ターミネーターに関する事項 
導入された cry14Ab-1.b 遺伝子及び hppdPf-4Pa 遺伝子には、カリフラワーモ 

ザイクウイルス由来のターミネーターが使用されている。 
 255 

③ 既知の有害塩基配列を含まないことに関する事項 
     pSZ8832 のすべての遺伝要素は純化されていて、その塩基配列、由来及び機

能は明らかにされており、既知の有害塩基配列を含まない。 
 
（４）性質に関する事項 260 

以下に導入遺伝子の機能を示す。 
・cry14Ab-1.b 遺伝子 

植物体内で Cry14Ab-1 たん白質を発現させる。Cry14Ab-1 たん白質は、それ 
を摂食したダイズシストセンチュウ及びネグサレセンチュウ類の消化管内で δ- 
エンドトキシンとなり、中腸上皮の特異的受容体と結合して消化管を壊す。た 265 
だし、同じクキセンチュウ目に属するネコブセンチュウ、ナミラセンセンチュ 
ウ類及びニセフクロセンチュウには抑制効果を示さなかったことから、

Cry14Ab-1 たん白質への感受性が異なることが確認された。さらに、標的とし 
ないチョウ目を含む他の主な害虫や病原菌についても、自由生活性線虫(C.  
elegans)を除き活性を示さないことが確認された。 270 
なお、この特異的受容体は、ダイズシストセンチュウ及びネグサレセンチュ 

ウ類のみが持つ受容体で、家畜や鳥類を含む他の哺乳類には存在しないため、 
Cry14Ab-1 たん白質が他の生物に悪影響を及ぼすことはないと考えられる。さ 
らに、Cry14Ab-1 たん白質は胃液で分解されること、また、飼料となるダイズ 
油かすでは Cry14Ab-1 たん白質が検出されなかったことから、家畜の腸管内に 275 
存在するセンチュウに対しては、影響を与えないと推定された。 
 
・hppdPf-4Pa 遺伝子 
 植物体内で HPPD-4 たん白質を発現させる。HPPD 阻害型除草剤は、植物体

の色素の生合成に関与する酵素（HPPD）の活性を阻害することで、白化症状を280 
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経て枯死させる。しかし、hppdPf-4Pa 遺伝子により発現する HPPD-4 たん白

質は、HPPD たん白質に 4 箇所のアミノ酸置換を導入して作成されており、こ

れにより除草剤との結合親和性が低下しているため、除草剤の阻害を受けずに

正常に色素生成を行える。 
 285 

（５）純度に関する事項 
導入用プラスミド pSZ8832 の塩基配列に目的外の遺伝子が混入していないこと

を NGS 解析により確認している。 
 

（６）コピー数に関する事項 290 
 NGS 解析の結果、GMB151 のゲノム中には、導入用プラスミド pSZ8832 の T-
DNA 領域が 1 ヵ所に 1 コピー導入されていることが確認された。 

また、シークエンス解析により GMB151 のゲノム DNA の配列を解析した結果、

21bp のベクターの外側骨格領域が含まれていることが確認された。そのためこの

21bp を含めた配列を用いて新たに作られる可能性のある ORF を検出し、毒性た295 
ん白質との相同性検索を行ったが、毒性たん白質との一致は認められなかった。

さらに、ダイズ内在性の遺伝子への影響を検討したところ、挿入箇所と毒性たん

白質の相同性は検出されず、GMB151 と非組換えダイズの間において植物体及び

種子の構成成分組成に有意差がないことから、遺伝子導入によりダイズ内在性遺

伝子が影響を受けた可能性は低いと考えられた。 300 
 

（７）安定性に関する事項 
GMB151 に導入された遺伝子の後代における安定性を確認するため、4 世代か

ら抽出したゲノム DNA を用いて NGS 解析及び JSA 解析を行った。その結果、各

世代において導入遺伝子との接合領域が 2 箇所検出され、かつそれぞれが世代間305 
で一致したことから、導入遺伝子が複数世代にわたり安定して遺伝していること

が確認された。 
 

（８）発現部位、発現時期及び発現量に関する事項 
導入した Cry14Ab-1 たん白質及び HPPD-4 たん白質の発現量を、葉、根、花序、310 

根を除いた植物体、根を含む植物体及び種子を用いて、ELISA により測定した。

その結果、Cry14Ab-1 たん白質及び HPPD-4 たん白質は、全ての組織で発現して

いることが確認された。 
 

（９）抗生物質耐性マーカー遺伝子の安全性に関する事項 315 
    導入用プラスミド pSZ8832 の外側骨格領域にはアミノグリコシド系抗生物質耐 

性を付与する aadA 遺伝子が含まれている。aadA 遺伝子は、導入用プラスミド 
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pSZ8832 を構築する際に選抜マーカーとして用いられた。 
なお、GMB151 のゲノム中に aadA 遺伝子が挿入されていないことは、NGS 解

析により確認されている。 320 
 

（10）外来のオープンリーディングフレームの有無並びにその転写及び発現の可能性

に関する事項 
GMB151 に挿入された DNA 配列及びその両近傍配列の接合部において ORF を

検索した。その結果 115 個の ORF が確認されたが、これらの ORF において、既325 
知の毒性たん白質の配列との相同性は確認されなかった。 

 
６ 組換え体に関する事項 
（１）組換え DNA 操作により新たに獲得された性質に関する事項 

GMB151 には、導入された cry14Ab-1.b 遺伝子によりダイズに寄生するダイズ330 
シストセンチュウ及びネグサレセンチュウ類に対する抵抗性が付与されている。

また、hppdPf-4Pa 遺伝子により HPPD 阻害型除草剤耐性が付与されている。 
 
（２）遺伝子産物の毒性に関する事項 

導入した Cry14Ab-1 たん白質及び HPPD-4 たん白質が、既知の毒性たん白質335 
と相同性を示すか確認するため、アミノ酸配列に基づき、FASTA アルゴリズム

（version35.04）を用いて、たん白質データベース（NCBI, non-redundant 
protein database, version 2016.0506）及び毒性たん白質データベース（Bayer 
toxin database, version 16.1）に登録されている全てのたん白質との相同性検索

を行った。検索の結果、これらのたん白質に関連する毒性は報告されておらず、340 
既知の毒素たん白質との相同性も認められなかった。 

 
（３）遺伝子産物の物理化学的処理に対する感受性に関する事項 

挿入遺伝子により発現するたん白質に対し、消化性試験（人工胃液及び腸液）、

加熱処理試験を行った。その結果、Cry14Ab-1 たん白質、HPPD-4 たん白質とも345 
に、37℃の条件下において、人工胃液中で 0.5 分以内にそのほとんどが分解され、

55℃以上の熱処理で不安定となり失活することを確認した。また、人工腸液中にお

いては、37℃の条件下で、Cry14Ab-1 たん白質は反応開始から 60 分間で部分的に

消化され、HPPD-4 たん白質は反応開始後 10 分以内に完全に消化されることを確

認した。 350 
なお、本試験には、B. thuringiensis で生産した Cry14Ab-1 たん白質及び E. 

coli で生産した HPPD-4 たん白質を用いた。それぞれ、B. thuringiensis 由来の

Cry14Ab-1 たん白質と GMB151 で発現している Cry14Ab-1 たん白質との同一性
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及び、E. coli 由来の HPPD-4 たん白質と GMB151 で発現している HPPD-4 たん

白質の同一性については確認済みである。 355 
 

（４）遺伝子産物の代謝経路への影響に関する事項 
Cry たん白質は、標的とする昆虫体内でδ-エンドトキシンへと変換され、殺虫

活性を示すたん白質であり、酵素活性を有するとの報告はこれまでないことから、

Cry14Ab-1 たん白質が発現することによって、植物の代謝系に何らかの影響を及360 
ぼす可能性はないと考えられた。 

HPPD-4 たん白質は、HPPD 阻害型除草剤によって阻害されるダイズ内在性の

HPPD たん白質に代わり、色素生成に関わる代謝経路の反応を触媒する酵素であ

る。HPPD たん白質の触媒する反応は、植物体内における代謝の律速段階ではな

いことが文献によって報告されており（Mène-Saffrané and Dellapenna, 2010）、365 
ナタネ、イネ、タバコ及びシロイヌナズナにおいて HPPD たん白質を単独で過剰

発現させてもその代謝産物量はほとんど変化しないことが報告されている

（Tsegaye et al., 2002; Falk et al., 2003; Raclaru et al., 2006; Farré et al., 
2012）。実際に、HPPD たん白質が反応を触媒する、代謝経路の上流に位置する

化合物の含有量は、GMB151 と宿主品種 Thorne との間に統計学的有意差は認め370 
られなかった。 

また、HPPD たん白質の基質である 4-HPP の他に、潜在的な基質が存在する可

能性を文献検索にて検討したところ、4 つが基質候補として示唆された。しかし、

4-HPP に対する反応率に比べ、極めて活性が低く、これらが HPPD たん白質の基

質となる可能性は考えられなかった。 375 
以上のことから、導入された 2 つのたん白質が、宿主の代謝経路に影響を及ぼ

す可能性は極めて低いと考えられた。 
 

（５）宿主との差異に関する事項 
GMB151 及び宿主品種 Thorne の種子を用いて、一般成分組成、アミノ酸組成、 380 

脂肪酸組成、ビタミン類及びホモゲンチジン酸組成、無機塩類組成、有害生理活

性物質組成を分析した。その結果、GMB151 と宿主品種 Thorne の間に有意差が

認められたものもあったが、有意差が認められた項目の分析値の平均はいずれも

同条件で栽培した商業品種の許容区間内であったことから、従来品種の変動の範

囲内であることが確認された。従って、これらの相違が安全性に影響を与えてい385 
るとは考え難い。 

 
（６）外界における生存及び増殖能力に関する事項 

これまでに実施した圃場試験において、GMB151 と非組換えダイズとの間に、
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外界における生存及び増殖能力の差異は認められなかった。 390 
 

（７）生存及び増殖能力の制限に関する事項 
GMB151 と非組換えダイズにおいて、生存・増殖能力の制限要因に関しても変

わりはない。 
 395 
（８）不活化法に関する事項 

GMB151 も従来品種のダイズと同様に、物理的防除（耕起）や化学的防除（感

受性を示す除草剤の使用）など、ダイズを枯死させる従来の方法で不活化される。 
 

（９）外国における認可等に関する事項 400 
  表 2 諸外国における認可状況 

申請国 飼料 食品 環境 

米国 
FDA 申請中 

（2019 年 2 月） 
FDA 申請中 

（2019 年 2 月） 
USDA 申請中 

（2019 年 11 月） 

カナダ 
CFIA 申請中 

（2019 年 5 月） 
HC 申請中 

（2019 年 5 月） 
CFIA 申請中 

（2019 年 5 月） 

オーストラリア・

ニュージーランド － 
FSANZ 承認 

（2020 年 12 月） 
－ 

 
（10）作出、育種及び栽培方法に関する事項 

GMB151 では雑草防除のために HPPD 阻害型除草剤を使用できる。このことを

除いて、栽培方法は従来のダイズと相違ない。 405 
 

（11）種子の製法及び管理方法に関する事項 
従来のダイズと相違ない。なお、GMB151 に挿入された DNA の周辺配列を利

用したプライマー及び TaqMan プローブを用いた PCR 法により、GMB151 を特

異的に識別する方法を確立している。 410 
 

７ ２から６までに掲げる資料により飼料の安全性に関する知見が得られていない場

合は、次に掲げる試験のうち必要な試験の成績に関する事項 
該当しない。 

 415 
IV 審議結果 

線虫抵抗性及び 4-ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ阻害型除草剤耐

性ダイズ GMB151 について、「組換え DNA 技術応用飼料及び飼料添加物の安全性に
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関する確認の手続」に基づき審議した結果、飼料として摂取する家畜等への安全上の問

題はないと判断した。 420 
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